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2021 年 3 月 12 日 

商 工 中 金 

地域金融機関と協調し、賃借中の物流倉庫を自社取得する 

株式会社ジェイエヌ様を金融面からサポート 

商工中金は、厳しい経営環境の中でも、業績の改善に取り組む中小企業の皆さまを、地域金

融機関や他の関係機関等と連携を取りながら、積極的にサポートしています 

 

商工中金（神戸支店）は、株式会社ジェイエヌ様（本社：兵庫県丹波市、代表者：十倉 貫様）

に対し、みなと銀行及び中兵庫信用金庫と協調して、賃借している物流倉庫の自社取得に必要

な資金 2億 400万円のうち 1億円を融資しました。なお、本融資は期間 10年期限一括償還型の

資本性劣後ローンを適用し、同社の財務体質強化にも寄与しています。 

 

同社は、京阪神から北近畿に配送網を持つ食品等の運送業者です。丹波市に大型冷凍冷蔵庫

を保有し、冷凍、冷蔵、常温の 3 温度帯に対応するとともに、卸売業者から物流機能を一括し

て請け負う等、地域ニーズに合わせたきめ細やかな配送網が高い評価を得ています。 

 

同社は、積極的に売り上げの拡大を図ってきましたが、大口荷主の撤退に伴う競争激化が収

支の圧迫要因になっていました。そのような中、不採算路線からの撤退や物流拠点を活かした

配送効率の向上など、生産性の向上や経営の効率化に取り組んでいます。 

 

商工中金は、現地訪問や経営者へのヒアリングを含む綿密な事業性評価を Value upレポート

（※）にまとめ、同社の強みや財務上の課題を確認。更なる企業価値向上のために、財務内容

の改善と賃借倉庫取得による資金効率の向上が必要と考え、外部専門家を紹介し、各種管理部

門の強化を含めた経営計画を同社と策定しました。この計画をみなと銀行および中兵庫信用金

庫と共有、両行は倉庫取得に必要な資金を通常融資で、商工中金は資本増強効果のある資本性

劣後ローンを協調融資し、財務基盤の拡充と金融取引体制の強化に貢献しています。 

 

商工中金は、地域経済にとって必要不可欠な中小企業の価値向上を、地域金融機関や関係機

関と連携しサポートすることで、地域活性化に貢献してまいります。 
(※)お客さまとの信頼関係を深め、課題やニーズを共有し、企業価値を高めるために作成する事業性評価のツール 

【株式会社ジェイエヌ様の概要】 

所 在 地 兵庫県丹波市柏原町柏原2155‐1 

代 表 者 十倉 貫様 

資 本 金 2,500万円 

従業員数 68名（2021年 2月現在） 

設 立 1986年 2月 

業 種 一般貨物運送業、倉庫業等 

                   【同社の主要拠点西日本物流センター】                         


